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160.筋出力特性の加齢繁化
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tlilf究目的:骨絡務の段および機能は，約 60議以降負

著しい抵ドを示すといわれている.しかしながら，単f立筋
騒:うたりの筋力の加齢変化に関しては，先行研究開で結果

が?となり，またも íf百群 ])1] の ît~lP<についても明かにされてい

ない.本研究では，体JI支骨格筋の筋体綴および等尺性話題節

トルクをiWJ定し，単位筋体綴当たりのトルクの力n齢変化を

従えるとともに， j窃群援の有無について検討することを8
的とした. (方法〕被綾者:20緩から 79滋までの健康な労

性 239名であった.筋体撲のiJ!il'i主:Miyarnniel 0/.(2000)の}i

i去に基づき，払モード磁器i1U法(Alok.aSSD20ω)で測定し

た紡浮から肘関節および膝関節の路筋群と伸筋群の筋体磁

を勢:H¥した.関節トルクの測定:iH関節および膝関節の等

尺十字:JiHI控1• 1*旋{関節角度 90度}における各発揮トルクを摂j

定した. ti現有筋力(specifictcnsion)に相当する指標として，

単位筋体綾当たりのトルク(TJMV)を算出した.なおいずれ

の測定1資自においても， 20議代と 70縫代の平均検'の設を

20 1，長代に対する比率として表し，それを加齢に伴う低下

準とした. (結巣}筋{本被:fl守1111・1中筋群の場合にf 20議代

から 60宗主代まで各年齢i律問の設はわずかなものであった.

しかし，勝額・ Ml筋群では， 40-50縫代以降，年齢による

低下が認められ，その傾向は綴仲筋群において著しいもの

であった.関節トルク:各動作における関節トルクは，筋

体織との摺iに r二位546..().718の有意な粉間関係が認められ，

その年齢推移は筋体積と問織なものであった.しかし，関

節トルクの依ドヰtは 32-61%と筋体積(13~37%)より務く，
特iこ膝恕筋群における低下が綴箸であった. TIMV:いずれ

の紡群においても. 60. 70議代が{患の年齢群より抵い織

を ;i~す傾向が認められた.そのi底下惑は I ft菱総務i葬(52%)

が換も向く.ついでjJ行中筋詳~(34%). 肘腹筋群(31%)であり，
!接持i筋群(13%)が最も低い様を示した. (考察}単位筋議当

たりの筋力に関する先行掛究の絡梁jま，“年齢?をあり

(Hortbagyi el al. 1995; Kallmann et al.1990; Klitgaard et al. 

1990; Lynch et al. 1999)"とするものと“年鱗毅なし(Frontera

et al‘1991; Hakkinen et a/.1991;Ovcrend et a/. 1992)"とする

ものにわかれる.本研究の結果は約者を支持するものであ

ると問時に，単位筋務当たりの筋力に対する加齢の影響に

は筋群設があることを示唆している.鱗畿の減少以外に力fl

齢が筋均の{底下をもたらす要国としては，これまでのとこ

ろ神経系の機能低下.活動可能な濯動単位数の減少，務の

質的な低下といった点が考怒されている，しかし，それら

の繋留と単位筋議当たりの筋力との関保を.jJl1齢による影

響という観点から明かにした研究例は存在しない.一方，

鍛練容と41:鍛練者を比較した研究結巣(Klitgaardet al. 1990) 

によれば，筋力トレ…ニングを長年にわたり灘縦している

お齢者は者年者と間程度の単位筋盤当たりの筋力を訴すと

いわれている.このような報告を考惑に入れると， TfMV 

に観架された低下準の筋群援は，日常生活中の務活動状態

における加齢変化に起留するものであると予怨される.
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